
２年半前、中山市長も地対艦ミサイル持ち込みに反対しました。
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　2013年 11月の自衛隊統合演習で、石垣島に地対艦ミサイルを展開する計画があ

りました。この時、中山義隆市長は、きっぱりと「地対艦ミサイルは攻撃するもの

なので反対する」と述べ、防衛省は石垣島への持ち込みを断念しました（宮古島に

は展開）。

　いま防衛省が石垣島に配備を計画している陸上自衛隊基地の最重要部隊は、地対

艦ミサイル部隊です。隊員が約 100名ですから、ミサイル発射台搭載車両は おそ

らく 10台以上でしょう。ひとつの発射台から同時に 6基のミサイルを発射します。

２年半前の 88式に比べて、現在の 12式地対艦ミサイルは、射程も命中 精度も向

上し、もちろん尖閣諸島周辺を優に射程に収めます。相手方艦隊への攻撃性能は更

に高まっています。そんなミサイルの基地を常設したら、尖閣有事の際に、この島

に何が起こるでしょうか？　

　写真は、13年 10月 24日付けの新聞記事です。右上が八重山日報、左下が八重山

毎日です。ぜひ拡散してください。


